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　写真は４年前の 4月1日の友和の里の風景です。 下川真稔さんが撮影された写真です。 この年にフ
レンドホームゆうわがスタートしました。「 職員一同、 初心を忘れず、 力を合わせて利用者さんの幸せ
づくりに貢献していきたいと願っています」 と下川さんのコメントが残っています。
先月下川さんとの突然のお別れに直面し、 友和の里は悲しみに包まれま
した。 　今はまだ下川さんのほがらかな笑顔やダジャレトークが恋しいで
す。友和の里をかこむ野山の風景は春になり少しずつ動き始めています。
桜の季節もやってきました。 出会いや別れの季節でもある 4 月がスター
トしました。 私たちを取りまく社会、 時代、 環境などはこれまでもそうだっ
たように待ったなしで変化し続けていきます。 それでも楽しかったことやう
れしかったこと、 一緒にすごした思い出はいつまでも誰の心にも残っていくこ
とでしょう。

2025.3.31 撮影　
一部咲きの桜の木の下で
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ホップ　今年度も昨年度同様、 体力低下や筋力低
下による機能低下を防ぐために、 維持することを目
標にしています。 それぞれに合った運動や課題を、
理学療法士が行っているリハビリの情報を基に取り
入れ、利用者職員ともに頑張っていきたいと思います。
ホップリーダコメント　運動が楽しめるように、 音楽や
手拍子など工夫しながら体を動かせる活動をめざし
ていきます！　　　　　　　　　　　（ 生活支援員　西川　瑠梨）

ステップ　今年度も昨年度同様に、 タオル干しや計
算や文字練習など、 それぞれに合った活動を提供し
ていきたいと思います。 その中で色々な新しい活動 ・
課題に取り組んでいきたいと思います。 また、 活動を
落ち着いて行えるよう、 パーテーション等の環境も随
時整えていきたいと思います。 スッテプリーダーコメン
ト　利用者の特性を理解し深めながら、 楽しく活動や
課題に取り組んで活動を通して発散に繋げていける
ようにしていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 生活支援員　検校　司）

ジャンプ　今年度は、 オリジナルグッズを作成し販
売できるよう準備していきたいと考えています。 それ
に伴い、 活動内容を製品作りの練習として、 皆さん
にビーズ通しをしていただこうと思います。 運動もこ
れまで通りウォーキングを行っていきます。 ジャンプ
リーダーコメント　最初は各利用者に合ったビーズの
サイズを検討してビーズ通しを行っていき、 最終的
にはサイズ、 色分け、 形等、 指示された順番に通
していただけたらと思っています。 利用者さんが楽し
く行えるように焦らずゆっくりと行っていこうと思いま
す。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 生活支援員　荒川　渡）

ホップジャンプ

ステップ

ジ
ャ
ン
プ
は
、
ち
ょ
っ
と
オ
シ
ャ
レ
に
利
用
者
さ
ん
が

大
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
も
多
く
デ
ザ
ー
ト
も
多
く
て
美
味

し
そ
う
と
い
う
事
で
3
月
3
日
（
月
）
に
阿
品
の
マ
リ

オ
デ
ィ
マ
ー
レ
へ
行
き
ま
し
た
。
当
日
は
雨
の
予
報
で
し

た
が
、
な
ん
と
か
雨
が
降
る
こ
と
な
く
無
事
に
い
く
事

が
出
来
ま
し
た
。
パ
ス
タ
を
頼
ま
れ
た
方
、
ピ
ッ
ツ
ァ
を

頼
ま
れ
た
方
、
食
後
の
ケ
ー
キ
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
食

べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
美
味
し
そ
う
に
食
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
グ
ル
ー
プ
で
利
用
者
さ

ん
職
員
共
に
一
年
間
一
緒
に
元
気
に
活
動
が
出
来
て
各

グ
ル
ー
プ
と
も
充
実
し
た
一
年
に
な
り
ま
し
た
。

入所部 |日中活動　活動グループ紹介（2025.4.1）



yuuwatayori-3

貝通し班　日々作業を続けることで得られる達成感
や、 落ち着いた気持ちで日中活動できる環境作りを
大切にしていきたいと思います。 また、 就労継続支援
B 型の皆さんとも作業をしていくなかで、 一緒に成長
していけたらと思います。 よろしくお願いします。

創作班　今回は創作班での活動内容を紹介します。
シーツからウエスを作る作業をしています。 シーツを
割く、 糸を取る、 畳む、 梱包するという 4 つの工程
に分けています。 主に糸を取る、 畳むという工程を
中心に利用者の特性や好みに応じて分担作業しても
らっています。

療育班　ゴム入れ作業と自立課題を中心に活動
を行っています。 月曜日の午前中は運動の日に
なっており、 ウオーキングや室内運動をしています。
今年度は新しく「 畑づくり」 も始めます。 美味し
いものができるといいですね。

陶芸班　陶芸班では引き続き干支作
りと小物作り、 草木染め、 ゴム入れ作
業 ・ 自立課題を行なっていきたいと思い
ます。 もう干支の型流しも始めています。
外部へ販売に出かけることを少しずつ増
やしていきたいと思っています。 今年度
もよろしくお願いいたします。

あたらしい利用者さん

4 月から通所部に新しい仲間が増えまし

た。 浴資充（ えきもとみつ）さんです。

浴さんのお母さんからいただいたコメントを

ご紹介します。『 オフロスキーやちびまる子

ちゃんといったキャラクターや音楽が好きで

す。 また、 毎日ウォーキングを楽しんでい

ます。これからどうぞよろしくお願いします！』

このたび、 フレンドホームゆうわ
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

に

新しく李鎬烈（ りほより） さんを
お迎えしました！李さんは、 明るく
笑顔いっぱいなお人柄で、 すでに
入居者のみなさんと笑顔で交流さ
れています。 これから一緒に素敵
な時間を過ごしていきましょう。 ど
うぞよろしくお願いします。

【
慰い

ろ
う
か
い

労
会
】

　
慰
労
会
と
は
、
一
年
間
元
気
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
ね

ぎ
ら
う
為
に
毎
年
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
月
か
ら
3

月
に
か
け
て
各
グ
ル
ー
プ
で
食
事
会
に
出
か
け
ま
し
た
。

ホ
ッ
プ
は
2
月
27
日
（
木
）
湯
来
町
に
あ
る
「
花

カ
フ
ェ
ま
つ
の
じ
」
へ
行
き
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
食
事
を

楽
し
め
る
お
店
で
ホ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
に
ピ
ッ
タ
リ
で
は
と

職
員
か
ら
お
勧
め
が
あ
っ
た
お
店
で
し
た
。
利
用
者
さ
ん

は
朝
か
ら
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、

ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ま
れ
た
後
、
食
事
を
美
味
し
そ
う
に

食
べ
ら
れ
、笑
顔
が
多
く
見
ら
れ
る
一
日
で
し
た
。
ま
た
、

貸
し
切
り
に
し
て
頂
い
た
こ
と
に
よ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
落

ち
着
い
て
過
ご
せ
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
は
3
月
14
日
（
金
）
に
戸
河
内
に
あ
る

「
道
の
駅　
来
夢
と
ご
う
ち
」へ
行
き
ま
し
た
。
こ
の
グ
ル
ー

プ
の
利
用
者
さ
ん
に
は
選
べ
る
も
の
が
多
く
て
楽
し
め
る

場
所
を
選
び
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
も
良
く
外
出
日
和

で
し
た
。
道
の
駅
で
は
各
々
食
べ
た
い
も
の
を
店
舗
の
前

で
指
差
し
で
教
え
て
下
さ
っ
た
り
、「
○
○
食
べ
た
い
！
」

と
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
が

で
き
満
足
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
道
中
も
ド
ラ
イ
ブ
を
楽

し
ま
れ
て
、
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。

字：武永 浩徳

通所部 |日中活動　活動班紹介（2025.4.1）



　　新年度がスタートいたしました。 令和 7 年度は第 3 グループホームの開設準備
が大きな仕事となり、 法人規模はさらに拡大していきます。 また、 虐待防止に関
する取り組みの強化や人材確保 ・ 育成について重点的に取り組みます。 事業所
運営については、 新体制のもと、 役職員一同、 よりいっそう手を取り合いながら
法人理念に基づき、 より良い支援、 質の高いサービスの提供に努めて参ります。
みなさまからのご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

yuuwatayori-4

人
じんじ い ど う

事異動（令和７年４月１日付）

　　　　
　　　異動職員
　　

　　異動後 　　異動前

　

　　　乙
おとはら

原　亮
りょう 　　通所部事業部長

　　通所部サービス管理責任者
　　　共同生活援助事業所事業部長
　　　共同生活援助事業所サービス管理責任者

　　川
か わ く ぼ

久保 貴
た か こ

子 　　共同生活援助事業所事業部長 　　　共同生活援助事業所主任　

　　山
や ま だ

田　憲
の り ゆ き

志 　　通所部主任生活支援員 　　　共同生活援助事業所生活支援員

　　須
す ど う

藤 洋
よ う こ

子
　　

　　共同生活援助事業所主任
　　共同生活援助事業所サービス管理責任者

　　　通所部事業部長
　　　通所部サービス管理責任者

　　堂
どうめん

面 なみ 　　入所部生活支援員 　　　通所部生活支援員

　　寄
よ り お

尾 博
ひろたか

孝 　　共同生活援助事業所生活支援員 　　　通所部生活支援員

　　木
き む ら

村 信
のぶひろ

広 　　共同生活援助事業所生活支援員 　　　入所部生活支援員

◆職員退職のお知らせ　

令和 7 年 2 月 28 日付　相談支援専門員　千
せ ん だ

田　久
く み こ

美子さん

令和 7 年 2 月 28 日付　運転手　木
き は ら

原　國
く に あ き

明さん

令和 7 年 3 月 31 日付　フレンドホーム世話人　蔵
く ら ぞ の

園　留
る み

美さん

森
もりみあきら
見陽さん　　　宇

うすいまさる
吹勝さん

住
すみよしじゅんこ

吉順子さん　　四
よとうしんきち
藤真吉さん

平
ひらたかし
隆志さん

お
た
ん
じ
ょ
う
び

お
め
で
と
う

作者　申ノア

新
体
制

　　下表は新体制にむけた人事異動のお知らせです。「友
ゆうわ

和の里
さと

に通
かよ

ってよかった」「生
せいかつ

活してよかった」

と利用者さんに思っていただけるような、 よりいっそうの支援をめざしていきます。 そのためにも利用者ひと
りひとりの特性や背景をふまえた計画をたてること、 そしてその計画を実行するために職員がチームとなっ
て取り組むこと、 そのための話し合いを重ねていくこと、 これらを踏まえて引き続き支援を行ってまいります。

2025

yuwa05
長方形

yuwa05
長方形

yuwa05
長方形
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ト
ピ
ッ
ク
ス

【
フ
レ
ン
ド
ホ
ー
ム
ゆ
う
わ
夕
食
会
】

３
月
20
日
に
わ
た
や
峠
店
で
年
度
末

食
事
会
を
行
い
ま
し
た
。
わ
た
や
峠

店
は
、
個
室
で
車
イ
ス
等
へ
も
配
慮
し

て
頂
け
る
た
め
利
用
者
の
み
な
さ
ん
も

安
心
し
て
食
事
が
で
き
ま
す
。
事
前
に

メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
決
め
て
頂
い
て
い
た
の

で
、
到
着
し
て
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
食
事

が
で
き
ま
し
た
。
目
の
前
に
食
事
が
並

ぶ
と
パ
ッ
と
表
情
が
明
る
く
な
り
、
美

味
し
そ
う
に
食
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
み
て
み
ん
さ
い
！
」
と
職
員
に

自
慢
げ
に
見
せ
て
く
れ
る
方
も
い
ま
し

た
。
今
年
度
も
み
な
さ
ん
と
頑
張
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
も
ま
た
、

入
居
者
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
生
活
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　　　　　　
（
生
活
支
援
員　
吉
村　
愛
）

【
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ゆ
う
わ
夕
食
会
】

３
月
20
日
（
木
）
の
春
分
の
日
に
、
年

度
末
食
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
食
事

会
の
前
に
ド
ラ
イ
ブ
に
行
き
ま
し
た
。
自

然
の
中
の
ド
ラ
イ
ブ
も
良
い
で
す
が
、
今

回
は
街
へ
繰
り
出
し
、
新
し
く
出
来
た
エ

デ
ィ
オ
ン
ピ
ー
ス
ウ
イ
ン
グ
、
広
島
城
周

囲
を
ジ
ュ
ー
ス
片
手
に
市
内
観
光
を
し
て

き
ま
し
た
。
目
的
地
へ
近
づ
く
と
「
あ
っ
！

大
き
い
（
建
物
）」「
お
城
だ
ぁ
！
！
」
と

街
中
の
様
子
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
度
の
食
事
会
の
メ
イ
ン
で

あ
る
鰻
丼
を
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
準
備
し
て

い
る
時
は
「
鰻
だ
！
「
食
べ
て
も
い
い
？
」

等
、
色
々
な
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

い
ざ
食
事
が
始
ま
る
と
皆
さ
ん
静
か
に

黙
々
と
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に

美
味
し
い
食
事
を
食
べ
る
時
は
静
か
に
な

る
も
の
で
す
ね
（
私
も
そ
う
で
す
が(^^

♪)

鰻
で
精
を
つ
け
、
来
年
度
も
健
康
で

楽
し
い
一
年
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　　　　　　　
（
生
活
支
援
員　
山
田　
憲
志
）

【
わ
た
し
の
ア
ー
ト
展
】

ウ
ッ
ド
ワ
ン
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
わ
た

し
の
ア
ー
ト
」
展
に
3
月
21
日(

金)

に
作

品
展
示
さ
れ
て
い
る
。
沖
田
青
子
さ
ん
黒

河
啓
介
さ
ん
郡
司
雅
敏
さ
ん
の
3
名
と
一

緒
に
鑑
賞
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
展
示
し
て

い
る
作
品
は
令
和
6
年
度
入
所
部
の
ア
ー

ト
活
動
時
に
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
取
組
ま

れ
た
作
品
を
、
ウ
ッ
ド
ワ
ン
美
術
館
の
職
員

の
方
に
選
ん
で
い
た
だ
き
展
示
と
な
り
ま
し

た
。
美
術
館
で
鑑
賞
す
る
作
品
は
ど
れ
も
、

心
が
和
む
よ
う
に
語
り
か
け
て
く
る
よ
う
な

「
わ
た
し
の
」
が
ピ
ッ
タ
リ
な
作
品
ば
か
り
で

し
た
。「
素
敵
だ
ね
」
と
話
し
か
け
る
と
少

し
照
れ
た
顔
も
・・・ま
た
良
い
表
情
で
し
た
。

　　      　　
（
入
所
部
部
長　
浜
先　
ひ
ろ
こ
）

【
入
所
部
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン　
協
力
し
て
お
雛
様
】

3
月
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
み
ん
な
で
協
力
し

て
お
雛
様
と
お
内
裏
様
を
作
成
し
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
異
な
る
雛
飾
り
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
材
料

に
は
折
り
紙
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
を
使
っ
て
貼
り
付
け
た

り
色
塗
り
を
し
て
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ポ
ン
ポ
ン
貼
っ
て
い
く
人
や
、
丁
寧
に
貼
っ
て
い
く
人
、

10
人
十
色
で
す
が
、
完
成
し
た
お
雛
様
は
見
ご
た
え

が
あ
り
ま
し
た
。  

（
生
活
支
援
員　
田
代　
師
世
江
）

【
開
所
日
ワ
ク
ワ
ク
通
信
】

3
月
の
開
所
日
は
、
桜
の
木
の
花
の
貼
り
絵
を
行
な

い
ま
し
た
。
各
作
業
班
で
分
か
れ
て
色
塗
り
し
た
桜

の
花
び
ら
や
、
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
描
い
た
桜
の
花

び
ら
を
貼
り
、
満
開
の
桜
の
木
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
春
の
宴
の
時
に
展
示
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。　　　　       　
（
生
活
支
援
員　
堂
面　
な
み
）
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  連絡先：(0829)20-0224 

はつかいち福祉ねっと 

地域生活支援システム部会 

福祉の魅力伝えますワーキング 

(事務局：廿日市市障がい福祉相談センターきらりあ) 

助助けけ合合うう  
仲仲間間ががいいるる  

みみんんなながが支支ええ合合うう  
仕仕事事  

一一緒緒にに働働ここうう！！  
ああななたたがが  

活活躍躍ででききるる場場所所  

ああななたたのの力力がが  
必必要要でですす  

そそのの優優ししささがが、、  
ききっっとと多多くくのの人人にに  

届届ききまますす  

福祉の魅力を伝えたい！！ 

　はつかいち福祉ねっと
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

の福祉の魅力伝えますワーキング
で作成したポスターをご紹介します。 この活動の目的は、
福祉分野での人材不足を解消するために、 福祉の魅力
をより多くの人に知ってもらうことです。 このポスター作り
には友和の里の利用者さんにもご協力いただきました。
令和 7 年度には、 このポスターを様々なイベントで配布
したり、 SNS を通じて発信する予定です。 若者から高齢
者まで幅広い世代に福祉の魅力を伝えるためのツールと
して役立てばと考えています。 　（ 相談支援専門員　三村 明美）

※はつかいち福祉ねっと
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

は、障害者総合支援法の規定により、
障がいのある人などの支援体制の整備を図るため設置された
協議会です。

手書きの文字は石田亮さんの字

【 友和市民センターまつり】

友和市民センターまつり（ 3/9） に作品出展しました。

陶芸班作成の陶芸小物と木製箱、 佐藤和子さんの絵

を展示し、 地域の方にみていただきました。

　
【
研
修
報
告
】

広
島
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会　

文

化
・
芸
術
活
動
の
部　
参
加
報
告

　
事
例
報
告
会
に
参
加
し
、
友
和
の
里

か
ら
も
椅
子
に
ま
つ
わ
る
事
例
を
発

表
し
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
身
体

を
使
っ
た
「
遊
び
」
に
つ
い
て
。
各
事

業
所
か
ら
9
事
例
が
集
ま
り
、
絵
や

立
体
な
ど
の
造
形
表
現
を
し
な
い
人
に

着
目
し
た
、
身
体
を
使
っ
た
ル
ー
テ
ィ

ン
や
日
常
的
な
癖
な
ど
の
報
告
と
な
り

ま
し
た
。
壁
紙
は
が
し
を
日
常
的
に

行
っ
て
い
る
事
例
、
お
気
に
入
り
の
小

物
を
し
ば
ら
く
身
に
着
け
る
と
分
解

し
て
し
ま
う
事
例
、
草
抜
き
が
得
意

だ
っ
た
が
山
で
迷
子
に
な
っ
て
か
ら
草

抜
き
が
難
し
く
な
り
居
室
の
破
壊
行

為
が
始
ま
っ
た
事
例
な
ど
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
「
職
住
分
離
」
に
つ

い
て
話
が
出
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省

も
強
く
う
た
っ
て
い
る
障
が
い
の
あ
る

人
の
日
中
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
は
、

夜
間
の
生
活
の
場
と
日
中
の
活
動
の

場
を
わ
け
る
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

障
が
い
の
あ
る
人
も
通
常
の
地
域
生

活
に
ち
か
い
暮
ら
し
を
送
れ
る
よ
う
に

な
る
。
日
中
で
き
る
こ
と
を
さ
ら
に

検
討
す
る
こ
と
、
こ
れ
し
か
な
い
と
い

う
八
方
塞
が
り
な
状
況
が
問
題
に
な
っ

て
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。（
地
域
交
流
支
援
員　

ヒ
ュ
ー
ガ
ノ
リ
コ
）

【
河
野
理
事
長
と
お
出
か
け
】

ウ
ッ
ド
ワ
ン
美
術
館
（
廿
日
市
市
吉
和
）
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。
入
所
部
の
利
用
者
さ
ん
の
作
品
13
点
を
ぜ

ひ
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
と
理
事
長
を
お
誘
い
し
ま
し

た
。
車
中
CD
を
聴
き
た
か
っ
た
小こ
せ
き
こ
う
い
ち

関
孝
一
さ
ん
、
少

し
不
安
顔
だ
っ
た
浅あ
さ
か
り
ょ
う
じ

香
亮
治
さ
ん
と
、
総
勢
4
人
で

残
雪
の
あ
る
山
道
を
の
ぼ
っ
て
向
か
い
ま
し
た
。
お

し
ゃ
べ
り
が
は
ず
む
小
関
さ
ん
、
以
前
は
歌
を
歌
い

に
よ
く
出
か
け
て
い
た
。
ま
た
歌
を
歌
い
に
出
か
け

た
い
と
思
い
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
外
出
中

は
表
情
今
ひ
と
つ
だ
っ
た

浅
香
さ
ん
、
翌
日
顔
を

合
わ
せ
る
と
満
面
笑
顔

の
表
情
で
し
た
。「
昨
日

楽
し
か
っ
た
ね
」
と
声
を

か
け
る
と
し
っ
か
り
頷
い

て
く
れ
ま
し
た
。

　

インフォメーション

【
佐
伯
国
際
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
に
て
】

令
和
6
年
度
広
島
県
身
体
障
害
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
記

録
会
（
3/

29
）
に
宇
吹
伸
二
さ
ん
が
参
加
し
ま
し

た
。
幅
広
い
年
齢
層
に
囲
ま
れ
て
競
技
は
行
わ
れ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
中
で
い
つ
も
通
り
の
プ
レ
ー
が
で
き

た
と
宇
吹
さ
ん
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
桜
も
咲
い

て
い
た
そ
う
で
す
。
宇
吹
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
こ
れ

か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

スコア表をもつ
宇吹伸二さん



下
川
真
稔
常
務
理
事
の
ご
逝
去
に
つ
い
て

　
謹
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。
社
会
福
祉
法

人
友
和
の
里
常
務
理
事
の
下
川
真
稔
氏
が
令
和
７
年

３
月
６
日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
７１
歳
で
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
下
川
常
務
理
事
は
誇
り
を
持
っ
て
福
祉
の
仕
事
に
励

ん
だ
御
方
で
し
た
。
業
務
能
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

お
人
柄
の
良
さ
で
法
人
内
の
雰
囲
気
を
明
る
く
し
て

く
だ
さ
り
、
チ
ー
ム
の
和
を
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

友
和
の
里
で
は
、
平
成
23
年
か
ら
評
議
員
、
平
成
29

年
か
ら
理
事
、
令
和
3
年
か
ら
は
常
務
理
事
と
し
て

法
人
運
営
の
た
め
に
長
く
ご
尽
力
戴
き
ま
し
た
。
ご

利
用
者
、
役
職
員
一
同
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
に

生
前
中
賜
わ
り
ま
し
た
ご
厚
誼
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
下
川
常
務
理
事
と
の
急
な
別
れ
を
ま
だ
信
じ
ら
れ
ず

に
い
ま
す
が
、
故
人
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
役
職
員
一

同
一
丸
と
な
っ
て
皆
様
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
法
人

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 

社
会
福
祉
法
人　
友
和
の
里

　　　　　　　　　　　                  

理
事
長　 

河
野 

義
刀   

下
川
さ
ん
と
自
分
の
父
親
が
中
学
校
の

同
級
生
だ
っ
た
の
で
、「
お
父
さ
ん
元

気
？
」
と
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
り
父
の

話
を
し
て
い
た
。

話
し
や
す
く
て
、
か
し
こ
ま
っ
て
話
を

し
な
く
て
も
い
い
安
心
感
が
い
つ
も

あ
っ
た
。

報
告
書
を
読
ん
で
の
感
想
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
っ
た
。
利
用
者
・
職
員
誰
に

で
も
挨
拶
を
し
て
く
れ
、
そ
の
人
に
合

わ
せ
た
挨
拶
だ
っ
た
。

笑
顔
で
作
業
を
覗
き
に
こ
ら
れ
、
利
用

者
さ
ん
に
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

湯
来
町
の
話
が
多
か
っ
た
。
通
勤
は
湯

来
を
通
っ
て
く
る
下
川
さ
ん
で
、
懐
か

し
み
な
が
ら
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

花
瓶
の
花
を
入
れ
替
え
る
と
「
い
つ
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
て

く
れ
て
い
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し

て
く
れ
る
人
だ
っ
た
。

宮
島
競
艇
の
救
助
艇
に
乗
っ
て
い
た

頃
の
話
を
聞
い
て
く
れ
た
。
仕
事
に

慣
れ
る
ま
で
気
に
か
け
て
く
だ
さ
っ

て
、
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

五
日
市
の
夏
ま
つ
り
の
お
手
伝
い
に
呼

ん
で
も
ら
っ
て
か
き
氷
を
し
に
行
き
ま

し
た
。
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
分

け
隔
て
な
く
接
し
て
く
れ
て
、何
か
あ
っ

た
ら
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

花
が
す
き
な
人
だ
っ
た
。

情
の
厚
い
方
だ
っ
た
。

文
章
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
れ
、
細
か
い

ミ
ス
が
失
敗
に
つ
な
が
る
こ
と
を
指
摘

し
て
く
れ
ま
し
た
。

朝
ご
は
ん
の
時
に
下
川
さ
ん
が
亡
く
な
っ

た
の
で
黙
祷
し
よ
う
と
川
久
保
さ
ん
が

言
っ
た
の
を
聞
い
て
嘘
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

耳
を
疑
っ
た
。
下
川
さ
ん
の
後
を
受
け

継
ぐ
よ
う
な
人
を
探
し
て
く
れ
ん
か
と
思

う
。僕
の
希
望
で
す
。ま
だ
話
し
た
か
っ
た
。

い
つ
も
朝
で
、
時
間
が
な
か
っ
た
。
ど
う
か

安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　
（
利
用
者　
武
永　
浩
徳
）

下
川
さ
ん
と
、
競
馬
の
話
を
し
た
。
競
艇

の
話
も
し
た
。「
女
の
み
ち
」
う
た
う
よ

う
な
話
も
し
た
。
川
本
さ
ん
に
会
い
た
い
。

　　　　　　　　　　　　
（
利
用
者　
小
関　
孝
一
）

下
川
さ
ん
の
葬
式
に
行
っ
た
。
ず
っ
と
前
か

ら
下
川
さ
ん
を
知
っ
と
っ
た
。
さ
み
し
い
。

ま
さ
か
亡
く
な
る
と
思
わ
ん
か
っ
た
。
お

母
さ
ん
が
葬
式
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。

お
別
れ
を
し
た
。
フ
レ
ン
ド
ホ
ー
ム
に
朝
来

て
く
れ
と
っ
た
。

　　　　　　　　　　　　
（
利
用
者　
村
岡　
詳
平
）

け
ん
し
ん
学
園
の
話
を
下
川
さ
ん
に
聞
い

て
い
た
。
あ
い
プ
ラ
ザ
の
話
も
し
た
。
下

川
さ
ん
と
話
を
す
る
の
は
た
の
し
か
っ
た
。

　　　　　　　　　　　　
（
利
用
者　
所　
静
華
）

下
川
さ
ん
と

　　　
は
な
し
を
し
た
か
っ
た

も
っ
と

出
勤
さ
れ
る
と
、
作
業
小
屋
に
よ
っ
て
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
と
言
わ
れ
た
。
山
の

作
業
を
気
に
か
け
て
く
れ
、
下
川
さ
ん
が

好
き
な
在
来
種
の
植
物
の
話
を
よ
く
し
て

い
た
。

場
を
和
ま
し
て
く
れ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
に
こ
や
か
で
、
優
し
い
声
か
け
を

く
れ
た
。

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
人
で
人
柄
の
い
い
ひ
と

だ
っ
た
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く
れ
た
。

「
砂
谷
の
人
を
大
事
に
し
て
ね
」
と
い
つ
も

声
を
か
け
て
く
れ
た
。

家
が
近
所
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
地
区
の
夏

祭
り
に
誘
っ
て
く
だ
さ
り
、
子
ど
も
を
連

れ
て
遊
び
に
行
か
せ
て
頂
い
た
。
体
調
が

悪
か
っ
た
時
も
会
う
た
び
に
声
を
か
け
て

き
に
か
け
て
く
れ
、
旅
行
に
行
っ
た
時
の

話
や
写
真
を
見
せ
て
下
さ
っ
た
。

下
川
さ
ん
、
い
つ
も
気
に
か
け
て
く
だ
さ

り
、
優
し
い
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た

そ
の
姿
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
ダ
ジ
ャ
レ
や
冗
談
で
笑
顔
に
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
福
祉
の
理
念
に
つ

い
て
真
剣
に
語
り
合
っ
た
り
、
友
和
の
里

の
利
用
者
様
の
素
敵
探
し
を
競
い
合
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
温
か
い
心
遣
い

や
深
い
思
い
や
り
を
肌
で
感
じ
、
た
く
さ

ん
の
貴
重
な
時
間
を
共
有
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
常
務
理
事
と
一
般
職
員
と
い

う
枠
を
超
え
て
、
一
人
の
人
間
と
し
て
接

し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

お
酒
が
好
き
な
方
で
一
緒
に
よ
く
お
酒
を

の
み
に
い
き
ま
し
た
。
隣
席
の
人
と
す
ぐ

友
達
に
な
っ
た
り
、
い
い
お
酒
の
飲
み
方

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

下
川
さ
ん
あ
り
が
と
う

　
　
職
員
に
聞
き
取
り
し
ま
し
た

　
利
用
者
さ
ん
に
聞
き
取
り
し
ま
し
た
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1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

9　たいじゅうそくてい

友和の里通所部保護者会さま

たくさんのご寄付を賜り厚くお礼申し上げます

ご寄付の紹介

4/1/ 火　入
に ゅ う し ょ し き

所式

4/8/ 火　お楽
た の

しみ会
か い

（入所）

4/9/ 水　体
た い じ ゅ う そ く て い

重測定（入所）  

4/11/ 金　春
は る

の宴
うたげ

4/11/ 金　夕
ゆ う し ょ く か い

食会（GHFH)

4/19/ 土　開
か い し ょ び

所日（通所）

4/22/ 火  夕
ゆ う し ょ く か い

食会 ( 入所）

4/29/ 祝   昭
し ょ う わ

和の日
ひ

4/30/ 水   掃
そ う じ

除の日
ひ

（入所） 30　そうじのひ

19　かいしょび

22　ゆうしょくかい

11 ゆうしょくかい

昭
し ょ う わ

和の日

友
ゆうわ

和の里
さと

行
ぎょうじよてい

事予定
１　にゅうしょしき

8　おたのしみかい
11　はるのうたげ

Q. なぜ友
ゆうわ

和の里
さと

へ

前職の営業先で福祉の職場を見る機会が増えていった。
そこで興味を持ち、 福祉で働いてみたいと思った。
病院でしばらく介護の仕事について、 その後友和の里に入職。
現場での生活支援業務に加えて、 「地元」 をもりあげたいという
自分の気持ちがうまくマッチングしている職場だったから。

Q.働
はたら

いてみて

働きやすいです。 人間関係がいい職場。
働き始めて今年 10 年目を迎えます。
グループホームでは細やかなサービスが提供できるのと
ささいなことに気がつくことができます。

Q.保
ほ ご け ん

護犬について

家で保護犬のあずかりボランティアをしています。
7 匹のお世話をしている。 これからも続けていきたい。

Q. これから

同じ町に暮らしている人の中に障がいのある人もいて、
障がいがあっても変わりない人だと地域の人に知ってほしい。
これからも地域のイベントごとに積極的に参加していきたい。

生活支援員　永
ながなか

中 崇
たかひろ

裕さん

しょくいん
　　インタビュー

 

友ゆ

う

わ和
の
里さ

と

で
は
た
ら
い
て
い
ま
す


